
と樹林 とが景観 の要素としてた くみほとりV>れ られてtJlるO こうして自然 との融合をはかってきた

昔の人の心の豊かさに,あらためて感服させられたo私たらの心をも豊かにして くれ るこうした文

化遺産の保存には,十分な対策が施されなければなら覆いと思った.

指 輪 の 話

月 山 久 子

私の手は女にしてはずい分大 きh.てrJひらが大 きvl上に指が長いので,手袋を買 う時t̂つも苦
■●●●

労する.その指も太 くてゴツゴツしていて白魚には程遠 く,せいぜV,わかさぎ位である.昔読んだ

小説に,ある地方では手の大 きい女は働き者であるが同時に生れが頗 しいとされてV,るので,主人

公の娘が自分の大 きな手を蓑じて,人前に出るときLlつもか くしている,とLJlうのがあった｡私は

別に手の大 きなのを蓑か しいと思ったことはないが,宝石で飾 るにはふさわ しくない手だとい う思

いが,少女のころか らかなり長い間心を支配 していたOそれで結婚 してからも所謂カマポコ指輪 し

か用いなかったが,ある時アフリカからのお土産にトパーズを頂hたので大決心の末指輪に加工 し

て貰ったOその細工が大変気に入ったのと,指輪が似合うとは められたのK気をよくして愛用 して

V,る中に,変化を求めて更にい くつかを手に入れ,かわるがわる使 っていた. しかし数年前にブラ

ッドス トーンの指輪を買ってからは,ほとん ど一辺倒になってしせって,縫線に朱色lJ,｣､旗rL)ある

この半貴石の指輪を手離すことがで きないOそれは石が気に入っていることの他に,誕生石である

からかもしれ夜ho

花に花言葉がある上うに宝石には石言葉があり,また宝石にまつわる伝統も多いことから特殊な

宝石を12ケ月にわ bあてたのが誕生石で,その起源は1世紀にさかのぼると云われているO しか

し実際に使用されたのは18世紀頃からのようで, ところによって多少の相違があったOそこで,

1912年カソサスシティで開かれた宝石組合の大会の席上,その統一が申しあわされたとvlう.

この決定に基づvlた久米氏の説と,地学教育辞典の柴田氏の説を掲げ るが,6月以外 vj:概ね共通 し

ているO

久 米 氏

1月 柘描石

2月 紫水晶

柴 田 氏

ざくろ石

紫水晶
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3月 血石又は水線柱石

4月 ダイヤモン ド

5月 エメラル ド

6月 真珠又は月長石

7月 ルビー

8月 紅縞瑠璃又は撤廃石

9月 サ77イヤ

10月 蛋 白石又は電気石

11月 黄 玉

12月 士耳古石又は青金石

血滴石

ダイヤモン ド

エメラノしド

めの う

ノL･ビ-

サー ドオニ ックス

サファイヤ

オパール

トパーズ

トルコ石

誕生石を身につけてVlると悪を除 き幸福をもたらすと云われてL̂る.勿論科学的な根拠があるこ

とではなhからh うなれば迷信の類であろうO 私は日頃迷信や方位,星まわ りなどにとらわれ夜h

人間であると自負 しているのだが,それにもかかわらずブラッドス トーンVC執着するのはやはり人

間的な弱さに起因するのであろうか. とせれか くせれ この石のもつ聡明 ･沈着 ･勇敢の 3つの徳 目

が.指輪 と同様つねに我身にそなわっていてほ しいものである.

教育とい うもののもつ力

別 技 寛 彦

桧井先生の御退官にさhL,永年の御研究 と教育上の御努力に深い敬意をささげるとともに一言

所感をのべさせてV>ただきたV,O

人間がどういう道を生涯のコースとしてえ らぶかはもと上りその人の資質や意志が最終的な決定

条件であるが,それを刺戟 し育成するための教育はより一層重要 なもa)と思われるo しばしば個人

的な師の影響も含めて幼hときどんな教育をうけたかがその人の人間形成に与える結果は決 して過

少評価されてはなるまいC こうV,うことを思 うのも実は私は校井先生 と同じ東京府立五中 〔今の小

石川高校 )の出身であD,先生は私の 1年先輩に当るからである｡そして何かふしぎなことには五

中からVj:た くさんの地理学者が出ていることである.飯塚浩二 さん (故人 )を手はじめとして松井

先生,吉村信書 (故人 ).室賀信夫,川上健三.出辺健一,清水馨八郎,斉藤光格,風巻義孝の諸
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